
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田の景観整備と古代米栽培による集落の活性化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 群馬県 利根郡 みなかみ町 真 澤
とねぐん み な か み ま ち さなざわ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.2ha 水稲、野菜

交 付 金 額 個人配分 50％
105万円 共同取組活動 ・農道、水路の維持管理 37％

50％ ・事務費等 3％（ ）
・積立 10％

協定参加者 農業者 15人、非農業者 7名、真澤農園の会

２．取組に至る経緯

当地区は、標高４３０ｍ～６３０ｍと標高差は２００ｍであり、小区画の農地がほと

んどを占めており、機械化が難しい現状である。また、高齢化に伴う後継者不足の問題

から耕作放棄地の発生が懸念される状況であった。

里山の整備及び将来の集落営農を考え、話し合いの結果平成１８年度より１年遅れの

取り組みとなった。

３．取組の内容

かつての美しい棚田の景観を復活させるため、農業者と非農業者が連携をとり農道及

び水路の草刈りや整備を行っている。また、急傾斜地が多いことから水路の管理には注

意を払い、降雨後には見回りを実施している。

古代米を栽培することにより、休耕地及び耕作放棄地の復旧を行い、耕作放棄地が発

生しないように努めている。

棚田の風景 古 代 米



［集落の将来像]
標高差（２００ｍ）を利用した作物や品種を研究すると共に、かつての棚田を復活させ魅力ある景

観を作り、集落の発展・環境の整備を行う。都市部の人達の需要を考慮した作物の生産を進め、都市
部との交流を進める。

［将来像を実現するための活動目標]
農地の形状から機械化が難しいことや、後継者不足で耕作放棄地が懸念される箇所については非農

家と共同で作業を行い、古代米を導入しかつての棚田を復活させる。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田5.2ha 周辺林地の下草刈り 耕作放棄地の復旧（ ）

個別対応 個別対応 共同取組活動

水路 年２回 清掃、草刈り 景観作物作付け 担い手への農地集積
（台風等の降雨後の見回り点 景観作物としてアヤメ （0.51ha実施、目標0.26ha）（ 、
検） アジサイ スイセン 作、 【

道路 年２回 整備、草刈り 付準備中 を作付けた 共同取組活動】 。）

共同取組活動
共同取組活動 保健休養機能を活かした都市住

民等との交流
（ 、 ）体験農園0.28ha 目標0.26ha

農地法面の定期的な点検
（随時） 共同取組活動

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

本事業の取り組みを始めてから、集落内における住民の意識が高まり、本事業だけで

なく他事業も取り入れ集落内の農地、水路の整備はもちろん集落内道路改良、鳥獣害防

止対策等を含め総合的な取り組みを行っている。

棚田を復活させ魅力ある総合的な景観を作り、集落の発展・環境の整備に努めたい。

［平成21年度までの主な成果］
、 、 、○集落の景観・環境整備の意識の向上から 耕作放棄地復旧 景観作物の作付等協定農用地はもとより

周辺林地の整備が行われた。


